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広報 ふたば
 

令和 7年 

7月 1日発行 

ふたばよもやま話（第二十九回） 

 戦争を体験した入所者様の世代、B29 と言えば知らない人は

いないだろう。 

 太平洋戦争末期、アメリカ軍が持つ技術力と資金力のすべて

を注ぎ込み開発に成功した戦略爆撃機で、日本を敗戦に追いや

った主力機である。 

4 発エンジンを持ち多量の爆弾を機体に積み、高度 1 万メート

ルを悠々と飛行、〝空の要塞〟と言われた爆撃機である。 

空気の薄い上空ではターボ過給が必要だったが、当時の日本に

はその技術がなく、随分迎撃には苦労した。一般には無敵と言

われ、日本はなすすべもなく都市が焼き払われたイメージがあ

るが、日本機の迎撃、高射砲などで結構善戦している。八幡製

鉄などアメリカの攻撃目標となっていた北九州は、熾烈な空中

戦が行われ、墜落した B29 の跡地も多い。 

 

 

今月の予定（7 月） 

小倉北歯科回診（毎火・木曜日） 

１日、3 日、8 日、10 日、15 日、17 日、

22 日、24 日、29 日、31 日 

ますゆき皮膚科回診 

3 日(木) 

石橋医院回診（毎月曜日） 

7 日、14 日、28 日 

ビューティヘルパー 

8 日(火) 

七夕 

8 日(火) 

生花 

25 日(水) 

健康体操（毎木曜日） 

都合により当分の間、お休みします 

 

クリスマス会 

24 日(日曜日) 
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戦

争
当
時
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
技
術
力
の

差
を
例
え
た
言
葉
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
の

元
寇
。
神
風
と
い
う
自
然
現
象
で
勝
利
し

た
と
長
く
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
近

年
の
研
究
で
は
、
鎌
倉
武
士
の
日
ご
ろ
の

鍛
錬
や
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
弓
の
数
倍
の
威
力

を
持
つ
和
弓
、
さ
ら
に
は
防
塁
と
い
う
防

御
陣
地
な
ど
、
ま
さ
に
技
術
と
最
新
の
戦

術
に
よ
り
勝
利
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
る

▼
近
代
戦
と
言
わ
れ
る
日
清
日
露
の
戦

争
で
は
、
無
線
電
信
や
他
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無
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強
力

な
火
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、
技
術
力
で
リ
ー
ド
、
戦
い

に
勝
利
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お
さ
め
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こ
と
が
で
き
た
。
従

来
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無
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な
戦
い
方
で
あ
る
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よ
る
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貫
攻
撃
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は
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し
、
大
砲
に

よ
る
攻
城
戦
に
戦
術
転
換
し
、
旅
順
要

塞
を
攻
略
し
た
戦
い
方
な
ど
、
柔
軟
な
対

応
で
危
機
を
脱
し
て
き
た
日
本
で
あ
っ
た

▼
今
年
は
昭
和
１
０
０
年
、
ま
た
戦
後
８

０
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
。
我
々
世

代
は
、
明
治
１
０
０
年
と
い
う
節
目
、
近

代
日
本
が
始
動
し
た
明
治
を
祝
う
１
０

０
年
が
頭
に
残
っ
て
い
る
。
明
治
と
い
う
近

代
国
家
が
生
ま
れ
た
１
０
０
年
祭
は
ま

さ
に
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一
色
だ
っ
た
よ
う
に
記
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し
て

い
る
が
、
戦
争
と
い
う
多
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な
時
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が
幕

開
け
し
た
昭
和
の
１
０
０
歳
誕
生
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は
、

受
け
る
印
象
が
違
っ
て
く
る
と
感
じ
る
の

は
自
分
だ
け
で
あ
ろ
う
か
？
▼
不
屈
の

闘
志
と
共
に
、
最
新
の
技
術
や
戦
略
で
国

難
を
乗
り
切
っ
て
き
た
明
治
以
前
と
、
精

神
論
一
色
で
戦
争
に
立
ち
向
か
っ
た
昭
和

で
は
、
何
か
一
抹
の
虚
し
さ
を
感
じ
て
し

ま
う
。
明
治
期
、
世
界
最
強
と
言
わ
れ
た

ロ
シ
ア
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
撃
破
で
き
た
の

は
、
前
述
の
よ
う
に
猛
訓
練
と
共
に
、
最

新
の
技
術
力
が
あ
っ
た
。
日
本
海
海
戦
の

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ゲ
ー
ム
を
夢
見
て
、
近
代
兵

器
と
技
術
力
を
疎
か
に
し
た
結
果
が
太

平
洋
戦
争
と
な
っ
て
現
れ
た
。
ま
さ
に
〝

竹
槍
と
Ｂ
２
９
〟
で
あ
る
▼
戦
後
日
本

は
猛
反
省
し
、
近
代
化
に
努
め
た
結
果
、

技
術
立
国
と
な
っ
た
。
か
つ
て
の
社
会
を

取
り
巻
く
環
境
、
植
民
地
主
義
、
そ
の
他

諸
々
あ
り
戦
争
の
是
非
論
は
現
代
の
尺

度
で
は
測
れ
な
い
だ
ろ
う
。
核
保
有
国
が

増
え
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
び
交
う
今
、
た
だ

平
和
を
お
題
目
の
よ
う
に
唱
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
人
類
の
英
知
を
集
め
、
平
和
を

維
持
す
べ
き
時
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
？
い
ろ
い
ろ
考
え
な
く
て
は
い
け

な
い
夏
で
あ
る
。 

職
員
紹
介
コ
ー
ナ
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高
校
卒
業
後
、
当
施
設
に
併
設
さ
れ
て
い
る
双
葉
苑
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
入
職
、
今
年
５
月
よ
り
双
葉
苑
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
異
動
と
な
っ
た
竹
下
類
さ
ん
の
紹
介

で
す
。 

 

竹
下
さ
ん
は
、
利
用
者
様
一
人
一
人
に
温
か
く
丁
寧
な

言
葉
づ
か
い
で
接
し
、
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

双
葉
苑
で
生
活
さ
れ
て
い
る
利
用
者
様
が
安
心
し
て

日
々
を
過
ご
せ
る
の
は
ま
さ
に
竹
下
さ
ん
の
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

竹
下
さ
ん
は
「
声
が
け
や
、
小
さ
な
介
助
に
よ
っ
て
も

利
用
者
様
が
満
足
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
、
ま
た
感
激
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
仕
事
の
励
み
に
な
る
」
と
の
こ
と

で
し
た
。 

 

今
後
、
双
葉
苑
を
支
え
て
い
く
竹
下
さ
ん
世
代
の
若
い

職
員
の
活
躍
に
、
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。 

  

 

運動会の一コマ。 

入所者様ととも

に、職員も楽しそ

うですね。 

 

入
所
者
様
と
の
楽
し
い 

ひ
と
時
を
過
ご
す 

 

入所者様に感謝とねぎらいの言葉をか

けていただくことが最大の励みになる、

と話してくださった竹下さん。 

これからも頑張ってください。 

お世話になりました 

この度、一身上の都合により

７月３１日をもって退職する

こととなりました。 

短い間ではありましたが、こ

れまでお世話になったご家族

様に心より感謝申し上げます

と共に、末筆にはなりますが、

皆様のご健康とご多幸をお祈

りいたします。 

ケアマネージャー 坂上 初美 

生活相談員   小川 由布子 

 

昭
和
１
９
年
八
幡
空
襲
時
、
日
本
機
の
体
当
た
り
攻
撃
で
Ｂ

２
９
、
２
機
が
墜
落
し
た
跡
に
あ
る
慰
霊
碑
（
折
尾
南
２
号

公
園
上
） 

 


